
2018年ほくほく会主催東日本大震災追悼式 

3 月 11 日、NY 日系人会館に於いて、ほくほく会（東北 6 県＋北海道連合）主催の 2018 年

東日本大震災追悼式が開催されました。100名以上の方が参加され、今回は 7回目の追悼式

になります。 

 

在 NY総領事高橋礼一郎大使のご挨拶のあと、阪神大震災で大きな被害を受けた兵庫県人会

の代表者及び、ほくほく会を代表し、佐々木健二郎宮城県人会名誉会長のご挨拶がありま

した。 

その後、大被害を被った、岩手、宮城、福島の各県人会代表による、被災地の現状につい

ての報告があり、岩手県人会からは、北海道ゆかりの会代表幹事（NY 日系人会副会長）竹

田勝男氏に“釜石と大槌の今”と題して報告してもらいました。竹田氏は NY日系人会で支

援している、遠野市の“まごころネット”の活動視察の為に、昨年被災地を訪問されまし

た。 

 

中垣顕實法師の法話、読経のあと、14時 46分参加者全員で黙祷を捧げました。 

 

第二部は、民舞座の有志の方々による舞踊、Japan Choral Harmony “とも“によるコーラ

ス披露などがあり、持ち寄りの料理を楽しみながら懇親会に移りました。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NY 岩手県人会、岩崎雄亮様からのご投稿（2018.3.21） 


